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|シルクロードの北側の草原地帯を

1東西に貫く交通路。この道を通つ

|て、馬具を発明したスキタイなどの

1遊牧騎馬民族の文化が伝わつた。
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・
西域支配の拠点として西域都護府

という出先機関を置いた。西域都

護はその長官にあたる。
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西城諸国

ローマヘの使者
西域都護の班超は

部下の甘英を大秦
国(□―マ帝国)ヘ
派遣。甘英はシリア
までたどりついた。

1中央アジアを経由するシルクロ

|―ドに対し、現在の中国四川省・

雲南省からミャンマー北部をへ :

て、インドのベンガル地方に至 |
るルート。険しい山道が続く。  |
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中央アジアのオアシスの都市

|をたどつて東西を結ぶ道。交易

|をする隊商が通つた。
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:紀の海のシルクロード
「り用したインド洋航路の開通によつて、ユー
童の東と西を海路で結ぶ「海のシルクロード」
■た。アラビア半島からもたらされた乳香な
料の道」、12世紀以降には、中国の陶磁器が
1器の道」ともよばれた。
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■困巨E日目鵬睡函
|インド洋北部では、モンスーンとよ

|

ばれる季節風が、夏は南西から、冬
は北東から吹く。この季節風を巧

みに利用したアラビア～インド間
の直航ルートが 1世紀ころ開拓さ

れ、東西交易を大きく発達させた。

マガえ
インド

Pタムラリブティ

謳寧群築辟

■

大棄国王安敦 (〈だいし |

んこくおうあんとん〉□ |

―マ皇帝マルクス=アウ |

レリウスとみられる)の使 |

者が、「海の道」を通つて l

後漢南部の日南(にちな |

ん)に到達した。    |

2世紀末、ベトナム中部
に成立したチャム人の国

家。東南アジアの沿岸航

路による交易で栄え、19
世紀まで続いた。

_11世紀に現在のベトナム

1南部からカンボジアの一

1帯に成立した国家。オケ
|オを外港とし、中継交易
|で栄えた。
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:紀、エチオピア高原に成立した |

インド洋・紅海と地中海・ナイル川 |

交ヽ易で栄え、4世紀にキリスト教 |

シンハラ

南シナ海

草原の道

漢の西域支配

オアシスの道 (シルクロード)

西南シルクロード

林邑(チャンパー)

:。現在のエチオビアヘと続く。
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東西を結ぶシルクロード
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海のシルクロード
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